
支援のプロを、
世界の現場ヘ

|ん41
´

ユ 岩手県陸前高田市。2011年 3月 11日 の東日本大

震災後、県が第一中学校校庭に初めて建設した仮設住

宅36戸 への入居が4月 9日 から始まり、ビースウィ

ンズ ・ジャバン(PW」 )はふとん、食器など被災世帯

の暮らしに欠かせない生活用品を提供した。

「足りないものはないです。こんな立派なものをい

ただいて。」と話してくねた、入居者の女性。 「被災

した他の人たちに申し訳ないくらい。」と、隣にいた

孫の頭をなでながら、言葉を続けて震災の日の状況を

語つてくれた。涙はうかべても、忍耐強くあり続けよ

うとするその姿が印象的だつた。

PW」 は岩手県庁と調整を進め、世帯構成や地域の

要望に合わせて物資の選定ならびに調達を行つた。震

災以来、重責を抱えた被災地の自治体は様々な課題ヘ

の対応に追わねており、PW」 の支援に対する期待は

大きく、他県からも同様の支援を求める声がある。

対象地域は、岩手県大船渡市、陸前高田市、釜石市な

ど合わせて11,000世 帯を見込む。

海沿いへ車を走らせると、津波によつて家々が押し

流されて積み上がったがれきの山が、見渡す限り続い

ていた。かつては、ここに商店や住宅が立ち並んでい

た。日の前に広がる穏やかな青い海が、あの日は黒い

濁流となつて人びとの営みを一瞬にして飲み込んだ。

人びとが生活再建に向けて第一歩を踏み出し、この

地で新たな希望を見い出せるよう、PW」 は、経済復

興へ向けた商工会議所への支援や、心に痛手を負つた

子どもたちを地域ぐるみで支えていく活動なども中長

期的な計画に基づいて継続していく。
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フルーツの配布

ストーフの搬入

災害対策本部との調整を行う代表理事大西
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2011年 3月 11日午後2時46分 。国内観測史上最大規模の

マグニチユー ド9.0の地震及び直後の大津波が東北地方を中心

とする太平洋沿岸地域を襲い、各地に甚大な被害をもたらしま

した。その報に接したピースウィンズ ・ジャバン (PW」 )

は即座に出動を決定

し、翌 12日 にスタッ

フは被災地に向けて出

発 しました。3月 12

日には富城県名取市、

13日 には石巻市、気

仙沼市の被災状況を視

察し、地震と津波によ

る壊減的な被害ととも

に、多くの人々が住む

家を失い、避難所では

水 ・食糧をはじめとす

る生活に必要な基本的

物資の入手に苦慮して

いる状況を確認し、宮

城県気仙沼市にて被災

者支援を開始すること

を決定しました。

PW」 は避難所での間き取りや各市町の災害対策本部との調

整を踏まえ、変化する三一ズに対応し、食糧や水、衛生用品や

衣類、ストープなど、緊急支援物資を届けてきました。気仙沼

市にbllえ、支援地を富城県南三陸町、岩手県陸前高田市、大船

渡市へ拡大し、PW」 が各地の避難所や自治体の集積所に届け

た物資は、1か月で4ト ントラック30台 分以上に上りました。

被害がきわめて広範囲に

わたり、道路の寸断などで

アクセスも難しい中、支援

の道のりは予想以上に厳し

いものでした。物資の輸送

に欠かせないガソリンの確

保に苦慮し、福島の原発事

故の影響による放射能被害

にも留意しつつ、活動を続

けました。

衛星電話の無料開放サービス

株式会社風の音舎シャノンマーレェ
事業部有志による炊き出し(気仙沼)

震災発生から2か月以上が経過。PW」 では、中期的な支援

として、被災地の方々が生活再建するための足がかりとなる

復興支援事業を進めています。

●仮設住宅への生活用品の提供

岩手県が現在進めている被災者向け仮設住宅事業に関連し、

入居される方々に生活用品 (食器や寝具、衣類など)を 提供。
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気仙沼市内の避難所



●子どもを取り巻く地域社会への支援を通じた心のケア

ぶ 気仙沼市内、陸前高田市内

書 の避難所にて避難生活を続け

燈 る子どもたちへ玩具セットを
是 提供し、一緒に遊ぶサポート

I 事業を始めています。4月フ

造 日から20日までは、避難所

手 16か所での映画の上映会も
開催。今後は、学校の先生や

保護者など子どもに関わる人

々を対象とした研修事業も計

画しています。

●商工会議所のサポ… 卜などを通じた経済復興

陸前高田市、大船渡市の商工会議所と協力し、地元 の経済復

興への支援を開始。仮事務所を設営した商工会議所のインター

ネット環境を整え、事務用品を提供しました。また、避難所を巡

回するバスを運行するサービスな ども4月下旬から開始してい

ます。今後は、商工会議所の会員へ移動販売をするための物資

(車や保険など)の 提供や地域振興券の発行を予定しています。

陸前高田市立第一中学校の校庭に完成した仮設住宅に移り住

んだ佐々本栄さん (80)、 松子さん (フ7)夫 婦。震災当日は、

夫婦で家の畑に出ていた。大きな揺れを感じ、家に逃げ帰ると

屋根の瓦が次々と落ちてくる。これはいけないと、夫婦で小高

い丘に向かって走りだした時に波が勢いを増して押し寄せ、ま

さに津波に追われるように走つた。顔見知りの老夫婦が逃げ遅

れ、手を差し伸べなからも目の前で波にのまれていつた光景が

今でも頭から離れないという。

避難所となつたのは、丘の上の神社に隣接する会館。濡れて逃

げてきた人たちには優先的に毛布をかき集めた。電気もなく、電

話も通じず、家族に自分たちの安否を知らせることもできなか

つた。避難生活が6日 目となつたとき、娘夫婦と孫の姿が目の

前に現れた。 「幻でねえかと思つたよ。ばあちゃん、じいちゃ

ん、迎えにきたよ、って。」その言葉が、気を張りつめていた

心を溶かした。 「家族と抱き合つたりすることなんて、映画だ

けだと思つたの。でも、思わず、抱き合つたね。」そういつて

目頭を押さえた。

インタビューの最中に、郵便物が届いた。包みを開けると、中

からは遠方の知人からの手紙と羊羹。住所を確保し、家のふと

PW」 の活動にこ協力ください
※認定 NPO法 人の PW」 への寄付は、税金控除の対象になります。

【郵便振替】

□座番号 :00160…3…179641

カロ入者名 :特定非営利活動法人ピースウィンズ。ジャバン
※特定の地域 ・活動へのこ支援の場合は、通信llfに国名等 (東日本震災の場合はそ
旨を)を 明記してください。

【銀行日座】

●PW」 の活動全般へのこ寄付

銀行名 :三 井住友銀行青山支店
□座番号 :普通 1671932

回座名義 :特定非営利活動法人ピースウィンズ 。ジャバン広報口

●PW」 の東日本震災支援へのこ寄付

銀行名 :三 井住友銀行 桜新町支店
口座番号 :普 通 6723184

回座名義 :特 定非営利活動法人 ピース ウィンズ 。ジャバン

※領収書が必要な場合などはこ連絡ください。こ連絡をいただかない場合、銀行振

込ではこ住所が分かりかねますので、領収書を発行できません。

・3/18 NHK「 ニュースウォッチ9」に

代表理事大西が生出演
・3/19 朝日新聞 「オピニオン」に

代表理事大西のインタビュー掲載
・3/21 日テレ「actionl」にPWJの 活動が紹介
・3/22 テレ朝 「やじうまテレビ」にPWJ斎 藤が出演
・3/30 雑誌 「TIME」 IごPWJ山 下のコメント掲載
・3/30 TOKYO FM「 鈴木敏夫のジブリ汗まみれ」に代表理事大西が出演
・4/3 NHK白 熱教室」APANに てPWJが ケーススタディに。PWJ山 本が出演
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んで眠れる日々が取り戻せ

たことで、生活再建へ向け

てようやく一歩が踏み出せ

た。人は人とつながること

で、明日を生きる勇気を持

つことができると、教えら

れた気がした。
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明日への一歩は人のつながりから

仮設住宅内にて、佐々木夫婦
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`3月11日に起こつた未曾有の大災害。

フェアトレード部でもコーヒーで被災された皆様を応援できればと

考え、宮城県南三陸町を中心にピースコーヒーをお配りしてきました。

「地震以来はじめてのコーヒーだわ」 「おいしい、このコーヒーは

おいしい」 「あ一、ホッとする」 「この香り忘れてた」などたくさん

の喜びの言葉をいただき、コーヒーがもたらす時間というものを再認

識しました。

このたび、東ティモールのピースコーヒーに 「がんばろう日本」ラ

ベルをつけた東北応援寄付付きのフェアトレー ドコーヒーの販売を開

始しました。コーヒーを選んでいただくだけで東北支援にもつながる

フェアトレードコーヒーです。

ピースコーヒー200g粉 、 ドリップバッグギフトは各100円、2個入

リコーヒーギフトは200円、3個入りは300円をPWJの 東日本大震災

緊急支援活動に活用させていただきます。

みなさまの想いを東ティモールと東北の被災された方々へ届けたい

と思います。この機会にぜひご利用ください。

東ティモールから日本に
メッセージが届きました

またはTEL03‐ 6438‐9403、 FAX03‐ 5786‐7782ま で。
※ピースウィンズ。ショップの収益はPW」の国際支援活動に活用されています。

●

つ`と全朱ソ!
日本の皆さんには大変な

状況を乗り越えて我慢強く

頑張る力があります。

私たちは美味しいコーヒーを東ティモールから届

けることで日本の皆さんを応援します。

元気を出して、ガンバレ ガンバレ ニッポン l

墨ノランヵ ハイチ

スーダz
稀 2oll年1月のr

備]]憲冒軽瘍窪維
デュック郡で

8本

た。ある村で
はヽ

絣 翼之艶
卜

l          f

鶴

願ってぃます
o

さねますo


